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　本論文の課題は，資本主義発展に対応する林業経営の

一歴史的形態としての地主的林業経営の形成と展開の過

程を明らかにすることである．

　地主的林業経営の主体である山林地主の系譜をたどれ

ば，その主流の一つに耕地地勢乙系譜を持つものがある．

　このような山林地主の多くは，藩制期の村役人層であ

り，前期的高利貸的活動によって耕地や山林を集積して

いる．そして，地主手作耕地経営が不利になってくる明

治中～後期までは，林業経営にはほとんど目を向けてい

なかった．手作りを止め寄生地主化することによって初

めて，林業経営の有利性に注目しだすのである．彼らの

多くは農地改革まで耕地地主を兼ね，その経済は，農地

および林地の土地所有に基づく収益という二本の柱によ

って支えられていた．彼らは農地改革以前，所有耕地を

ほとんどすべて小作に出しており，その林業経営は主と

して耕地における地主・小作関係を媒介とする有利な労

働力調達機構と，その小作料を原資とする育林投資によ

って行なわれていたのである．ところが，農地改革によ

ってそのような直接的労働力調達機構は消滅し，さらに

彼らの経済を支える一方の柱であった耕地からの小作料

収益も得られなくなってしまった．その結果，農地改革

以後は，賃労働を雇用せざるをえなくなり，また林業の

みで経済を支えなければならなくなったのである．この

時初めて，彼らの林業経営は，何らかの媒介機構によっ

て成立するのではなく，それ自体の経営採算を追られる

ようになった．こうして，経営を取り巻く経済諸条件の

変化による影響を，林業経営が直接受けるようになった

のである．

　本論文では，このような耕地地主に系譜を持つ地主に

よる，地主的林業経営について，その形成・展開・解体

　転換のメカニスムを，兵庫県多可郡加美町における山

林地主一山口家の場合を例にとって明らかにしようとし

た．

1皿　地　域　の　概　要

　加美町は，昭和30年旧杉原谷村と旧松井庄村が合併し

てできた加美村が，35年に町となったものである．杉原

谷地区は，北から山寄上，鳥羽，清水（山口家の所有地

の大部分と住居がある），轟，西山等15の部落から成

り，松井庄地区は15の部落より成っている．

（1）地理及び自然

　加美町は，東西北三方を山で囲まれ南部のみが開けて

いる．三国岳に源を発する杉原川は，町内を北から南へ

縦断し，西脇市に至って加古川と合している．周囲の山

々には1，OOO〃zを越すものもあり，一般に急峻である．

気象は内陸的で，年降水量は1，700舳を越える．林地は

一般に肥沃であり，林木の生育に適している．多可郡誌

には，「本郡の地勢の関係上林業の勃興を誘致するに適

す殊に杉原谷村の如く北部に位する村は肥沃の林野を有

し夙に其経営良しきを得て今や天然の財源を林野に求め

つつある事大なり…」と書かれている．

（2）交通及び運輸

　多可郡誌によると，旧松井圧村，旧杉原谷村は，維新

前道路が狭く，米・麦・塩等の荷物は牛馬を用いて運搬

していた．林木も一部は板に挽き牛に負わせて運び，一

部は春の出水時を待って筏を流していた．維新後は，少

しずつ道路が改修され，明治32年には，瀬戸内から日本

海に達する県道が地域の中央に開通した．そして，以後

牛馬車によってすべての荷物を運搬するようになった．

大正期に入り，鉄道が西脇，さらには鍛治屋まで開通す

ると，駅までは牛馬車で，その先は鉄道という形が一般
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舞鶴 表3　産業別生産額（杉原谷村）
単位：万円
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三木

　姫路　　　　加古川　　明石　　　　　神戸　　　　大阪

　　　　　図1加美町附近交通図
的になった．やがて昭和期に入ると，トラックによる輸

送も行なわれるのであるが，戦前はまだ鉄道が申心であ

った．そして，戦後になるとほとんどがトラックで輸送

されるようになった．

　現在の交通事庸については，図1参照．

（3）土地及び人口

　地域の地目別面積および面積比率をみると，表1のよ

うである．山林が82％と高い比率を示している．しか

し，耕地が8％あり，絶対量も670加と純山村に比し，

いくぶん平地農村的性格を持っている．特に，水田が

600肋を越えることは注目される．

　次に戸数及び産業別就業者数の推移をみたのが表2で

ある．農業が，就業者数で55％，戸数で76％と圧倒的に

大きな比率を占めている．しかし，就業者の絶対数では

　　　　　表1土地利用状況　　（ユ966）

林業，農業と　　表4　産業別生産額の推移（加美町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：100万円
も近年急減し
ている．これx林業農業その他合計

は，個人有，　昭和30年　100　220　　505　　825

部落有を問わ　　35年　　170　310　　620　1’100

ず，林業にお　　40年　230　365　　855　ユ’450

ける労力不足　　41年　250　435　1’160　1’845

区　　分

面積（肋）

比率（％）

耕　　　　　地

田1畑1樹園
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7．2
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0．6
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0．1

計
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山村
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宅地
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ユ．O
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8．404

100．O

表2　総戸数および産業別従業者数の推移

総戸数 総従業 林業就
者　数

農業就
業者数

その他の

業者数 就業者数

昭和30年 1，680戸 5，496人 338人 4，267人 891人

35年 ユ，672 5，519 229 3，905 ユ，325

39年 1，698 5，429 140 3，091 2，198

40年 1，720 5，413 136 2，962 2，315

41年 1，725 5，476 ユ29 2，893 2，454

■

化傾向を示すものでもある．

（4）産　　業

　戦前は，林業と農業，養蚕が申心であり，他産業はほ

とんど重要な位置を占めたことがなかった．杉原谷村の

統計値によって，戦前の主要産業生産額を示すと，表3

のようである．氷コンニャクの生産額が多いが，これは

ちょうど最盛期の昭和初期にあたったからである．

　最近の産業別生産額の推移をみると，表4のようであ

る．林業生産額はふえているが，それは価格の上昇によ

るものであり，生産量は，．、後轟みるように停滞あるいは

や㌧減少傾向にある．

（5）林　　業

　加美町には，国有林がなく民有林のみである．そして

民有林の中でも公有林はわずかで，ほとんどが部落有林

を含む私有林である．いま，昭和41年現在の保有形態別

令級別面積を示したものが表5である．この表からわか

るように，若令林が多く，20年生以下が約3分の2を占

めている．人工林率は，全体で約60％（公有林80．6％，

私有林56．9％）である．しかし，私有林のうち部落有林

野を差し引くと，人工林率は82．5％と非常に高くなる．

　　　　表5　民有林の令級構成　　単位：肋

〆1・1一
皿・…皿㌦㍉㌦搬Xリ合計

公
人工林 7 9 7 一 ’ ， 一 一 23

有 天然林 ’
ユ7

一 ’ 一 一 一 ’
ユ7

林
小計 7 26 7 一 ‘ i 一 ｝ 40

私 人工林 1，505 937 832 430 ユ79 17 ユ0 2ユ 3，931

有 天然林 710 1，189 477 142 75 18 一 ．
2，611

林
小計 2，2ユ5 2，126 ユ，309 572 254 35 10 21 6，542

合 人工林 1，512 946 839 430 179 17 10 21 3，954

天然林 710 1，206 477 142 75 18
一 一

2，628

計
計 2，222 2，152 1，3ユ6 572 254 35 ユ0 21 6，582

23

ユ7

注　1）主要樹種別面積比杉19．4％，檜40．3％，松13．2％，雑26．6％

　2）県有林153肋，伐採跡地156肋，採草放牧地215肋，竹林3肋，
　　　その他2肋，計529肋を除く．
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表6林地および農地の保有階層別林家戸数

0．1～ 50～

1～5 5～2020～50 100～ 計

1 100

非農家 ■ 一 一 ’ I ■ ■

地 0．1～0．3 48 5 2 ■ ’ 一 55

0．3～0．5 50 12 10 2 1 1 76
域

0．5～0．7 71 29 10 2 一 一 112

内 0．7～1．O 69 50 13 7 2 ■ 141

1．0～1．5 30 38 15 6 2 ． 91
戸

1．5～2．O
一 3 2 ’ ■ i 5

数 2．0以上 ． ■ 一 i 一 ’ ’

計 268 137 52 17 5 1 480

地域外戸数　　　17　31 15 12 ’ 一
75

林地面積（肋） …1・・・…1・・・・… 155 3，149

55

76

112

141

91

5

480

75

3，149

注：部落有，会杜・社寺有林ば除く．　　　　　（1960）

表7　林産物生産状況及び造林面積の推移

べ
しいたけ 造　　　林

素材 薪 木炭 樹苗 生1乾 再1拡1計
刎3 。，醐。品 千本 勿 肋 肋 肋

昭和30年 8，563 350 ’ ■ 92．5 25．0 117．5

i
35年 8，296 2．139　61　　一 375 ■ 一 89．2 42．6 131．8

39年 6，953 986！ 28 330 350 ． 74．6 73，2 147．8

40年 6，325 855 19 345 370 一 84．3 62．6 146．9

41年 7．055　　1
7
6
6
　
’

14 320 425 ■ 63．5 77．2 140．7

　肋
1175

1318

1478

1469

1407

　つぎに私有林について，林野の所有状態を所有規模，

耕地所有階層との関係をみると表6のようである．この

表から，大規模所有林家が少なく，5肋以下所有が約75

％を占めるということがわかる．しかし，所有林地面積

でみると，5肋以下所有者層は約4分の1しか所有して

いない．また地域内山林所有者は，すべていくらかの農

地を所有している．

　林産物の生産は，旧杉原谷村，特にその北部（山寄

上，鳥羽，清水）が昔から林業生産，特に用材生産の盛

んな地区であった．現在も，加美林業地と呼ばれ，兵庫

県では有名な林業地でめる．木炭生産もかってはかなり

盛んに行なわれたが，近年はふるわない．

　最近の林産物生産の推移をみると，表7のようであ

る．また，造林状況についてみると，再造林は素材生産

量の減少に対応して減少傾向がみられるが，拡大造林は

増加してきている．

　　　　皿　地主的林業経當の形成と展開

（1）前史（明治以前）

　山口家は，同家に残る文書によると，現当主より遡っ

て7代前の頃には石高20石足らずの「百姓」であった．

6代前は，3男で油売りをして生活しており，その内，

3石3斗余しか相続していないが本家を継いでいる．．と

ころがすでにデ続く5代前と4代前とは庄屋をし1て萄

り，短期間に上昇したことがわかる．これは，上述の油

売りをしていたことや，藩制期の山口家の資料，明治初

期に質屋を営業していた記録があること等から，前期

的，高利貸的資本活動によったものと思われる．

　山口家が，藩制期にどの程度の山林を所有していたも

のか明確でないが，6代前当時の清水村『小物成明細

帳』によると，「藪」，「野藪」5カ所，「百姓山」2カ

所，「炭カマ役林」23カ所について小物成を納めている．

これらの山林に植林を始めたのは，5代前当時である．

　藩制期末の山口家の年々の造林本数をみると，天保13

年以降は，ほ㌧毎年数干本の植林が行なわれている．

　撫育については，山口家のr諸木植込諸木売払・大宝

屈』に下刈労働に対して銀あるいは米を支払づた記載の

あることから，少なくとも下刈等の多量の労カを必要と

する作業に対しては，雇用労働を入れていたようであ

る．そして，これらの労働力と耕地手作経営における住

込み年雇労働者の農閑期労働力利用で，造林・撫育が行

なわれていたと思われる．

　また前出『大宝恵』によって伐採についてみると，少

なくとも安政3年以後は行なわれている．ただし，こ

れは天然生の杉縦がほとんどである．販売方法は，立木

売がほとんどで，清水村を申心に近隣村の素材業者に売

っている．一般に小口売で，年間販売額も小さい．これ

は，木材需要が限られていたこと，既述のようにこの時

期の輸送条件が悪かったこと，素材業者が資本に乏しか

ったこと等のためであろうと思われる．

　耕地は，文久元年に田畑合せて5町5反所有してい

たユ）．明治初期の状態から類推して，耕地の経営は，そ

の大部分が，住込み年雇労働者による地主手作地であ

り2），一部が貸付地であったと推定される．なお，明治

元年の山口家『年貢皆済請取通』によると，山口家の石

高は22石余であり，所有耕地面積に比して著しく小さ

く，有利であったと想像される．

　以上のように耕地は十分にあり，前期的，高利貸的資

本としての活動から得た収益もあったので，藩制期末に

は山口家の財力は大きかった．そして，当時の証文等か

らわかるように，山林や耕地購入にそれらが向けられた

のである．

　この時期の山口家の林業経営は，経営として成立して

おらず，資産形成であったといえる．すなわち，小作料

や前期的資本活動による収益を蓄積する場として，山林

が利用されたにすぎないのである．しかし，こうした藩

制期における林木蓄積が，明治末期以降の地主的林業経

営成立の基盤として大きな力となったのである．
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　以上のような林業経営の性格は，本質的に変化するこ

となく，明治期に入っても続いてゆくのである．

　1）文久元年，播磨国多可郡清水村r高反別帳』より．

　2）地主手作経営の特徴として佐々木潤之介氏（『日本地主制史研
　　究』古島編第3章p．11ユ）は，i）経営面積の大きいこと，ii）有

　　利な生産条件に立脚していること，iii）年雇労働に依存しているこ

　　と等をあげている．

（2）形成期（明治初期～明治末期）

　山口家は，山林地主であると同時に耕地地主でもあっ

た．地方林産物市場が未発達であり，耕地経営が順調で

あったこの時期においては，山口家の経済は，山林から

の収益よりもむしろ耕地からの収益に基礎を置いてい

た．そこで，林業経営をみる前に，まず山口家の耕地経

営をみてみよう．

　この時期の山口家の耕地経営は，手作経営と耕地の小

作貸付とであり，所有耕地の内，住込年雇労働力で可能

な限りを手作りし，余った分は小作に出していた．この

手作経営面積は，田畑合せて常に3町余あった．これは

同一家族として住込む年雇労働力量に規制されたもので

あり，明治末までほとんど変らなかった1）．いま，田地

のみについてみると，表8のようである．明治25年の弟

分家直後2）である明治26年には，21年に比べ約1反6セ

とわずかではあるが手作地が減少している．しかし，こ

の減少は，合計が2町5反余も減少している割には小さ

いし，一方貸付田地は大幅に減少している．このことか

ら，この時期には家族プラス住込年雇労働等で耕作しう

る限度，すなわち当時においては3町余は手作りが有利

であり，それ以上の所有耕地については，貸付地とする

方が有利であったことがわかる．約3町までは地主手作

経営が有利であり（少なくとも小作に出す場合と収益が

同等であった），それが明治末まではわずかではあるが

拡大しながら行ないえたのは，非常に安価な労働力を得

ることが可能であったことと、つぎに述べるような手作

地主の部落共同体における有利な地位であったと思われ

る．すなわち，手作地主は，一方では「大地積農業によ

り一般農民に先んじて商品生産をとらえ，生産力の進歩

　　表8　清水部落内自作・貸付地別面積（山口家）

脅一作田地 貸付佃地 合　一計

セブ セブ セブ

明治21年 277．11 409．24 687．05

26年注 261．16 169．21 431．07

41年 300．17 305．24 606．13

大正4年 231241 506．05 737．29

をにな」ってはいたが，他方では「一般農民にたいする

耕地所有の優越によって部落共同体の基礎たる水利や入

会林野の運営につよい発言権をもち，なかんずく，下層

民が耕地貸与や雇傭にさいしてその人格的な庇護　　拘

束をうける状態にあったから，いきおい部落共同体のヒ

エラルキッシュな支配者の性格3）」を持っていたのであ

る．そして，その経営の基幹労働力たる年雇は，遇渡的

性格のものであったと思われる．なせなら，下層民が生

産手段から分離し，一定期間を限って給金めあてに雇用

契約を結んだという点では近代的な賃労働者のようにみ

えるが，人格的な庇護および拘束と忠誠義務とを内包し

ていた点では身分的隷属関係を伴っていたのである．

　清水部落の状況を具体的にみてみよう．戸数90前後4）

に対して，田畑は合せて40町程度5）であった．しかも表

9，10にみるように，…数人の地主が多量の耕地を所有抄

その多くを手作地としていたので，一般の農民は小面積

しか耕作できないものが多かった．小面積の耕作でも，

自給経済であれば生活程度を切り下げてでも何とか生活

　表9　部落内大所有の手作田地面積（部落内のみ）

明治26年1）

　41年

大正4年

山　口　家

セ　ブ　セブ
261．16（100．00）

　　　　2）
300．17

231．24

S・Y　家

セ　ブセ　ブ
184．07（29．25）

200．00

143．00

H・Y　家

セ　ブセ　ブ
107．09（33．13）

170．00

75．00

資料：部落資料

注：1）清嶋村全体の値である．

　　2）（）内は手作畑地面積である．

　　表10清水部落内耕地所有の推移

20以上

10～20

9～10
8～9
7～8
6～7
5　～6

4　～5

3　～4

2～3
1～2
0～1
　0

明治10年

人　　セブ
　5（1793．25）

　2（224．09）

　　　　1）
　1

　3

4
　5

　4

　5

　7

9
］2

11

〔5〕2）

明治20年

人　　セブ
4（1990．25）

4（546．19）

1

2

4

1
33）

5

4
11

74）

23

〔22〕

明治41年

5

10

人

ユ6

43

〔32〕

資料：部藩資料

注：清嶋村（清水，烏羽，山寄上の3部落より成る）内につい

　　ての値であるが，清水部落内のみの値と考えてもそれほど

　　大きな差はない．

賢料：明治10年についてはr地租賦課簿』，明治20年については

　　『土地所有者名寄帳』，明治4工年については部落統計資料による一

注1）（）内は，各階層における部落内の全所有耕地面積

　　　　を示す．

　　2）〔〕内は，部落内無所有者数（推定）
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1件当り

牛　数 面　積

セブ セブ セブ 件 セブ
明治14年 24．ユ8 O．00 ユ3．08 2 6．ユ9

15年 17．26 2．07 51．05 2 25．18

16年 40．24 13．00 232．02 9 25．24

ユ7年 38．18 10．01 10ユ．02 3 33．21

ユ8年 69．04 8．25 49．08 4 12．10

19年 39．14 2．13 23．21 1 23．21

20年 3．05 2．26 437．23 3 145．28

合計　　233．19　55．02 908．09　　24　　37．25
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　資料二『土地台帳』
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図3山口家所有田地面積の推移
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　資料1『土地台帳』

30　34　38　42T．2　6　10－14　S．4　8　12　16　20　24　28　32　36　40

　　図4山口家所有山林原野面積の推移

　10町

購入

O
売却

10町

M．22　　26　　30　　34

資料：『土地台帳』 3842T261014S48　12162024　28323640
図5山口家山林原野購入売却の推移

る．これは実際の購入面積の一部にすぎないが，傾向は

わかるであろう．年々所有山林面積は増加していったの

であるが，このように急速な林地集積を可能にしたもの

は，前述したようなこの時期，特に14年以降のデフレの

過程での下層農民の困窮であった．

　今，明治12任と20年の部落内山林原野所有の状態をみ
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表12清水部落内山林・原野所有の推移
■　　　■一　　　一　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一’

明治12年 明治20年

10以上 4人（22．8町）1） 4人（27．8町）

5～10 3 O

3～5 3 1

2～3 2 3

1～2 42） 6

0～1 373） 284）

O 〔33〕 〔49〕

資料：明治12年については，部落『山林原野取調帳』，明治20年

　　については，部落r土地所有者名寄帳』

注：1）（）内は，平均所有面積

　　2），3），4）この内，部落外所有者がそれぞれ1人，2人，

　　　　　　2人．

5万本

3万本

2万本

1万本

1
万円

ると，表12のようである．耕地地主と同一人である上層

4人が，林地を集積していることがわかる．部落内林野

440町から，300町の部落有林を除いた140町の私有林の

うち，上位4人で110町80％を占めているのである．

　明治20年以降の山口家所有山林面積の増減について

は，図4のようである．この図から，山口家所有山林は，

明治25年の弟分家の際の減少を除けば，大正初期まで

部落内外ともほゴ毎年増加していることがわかる．林野

の売却も図5にみるようにしばしば行なわれており，大

正初期までは，売買が盛んであったことがわかる．こう

した土地売買は，困窮農民から高利貸活動等によって安

く手に入れたものを，高く転売し，その差額をもうける

という，高利貸的商人資本的活動を行なっていたことに

よるものであろう．

M　lO
　資料：r諸木植込・諸木売払大宝恵」r山林植込手入経費控」

　　　　　　　　　　　　図6山口家年次別造林本数の推移
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る．この年の平均米価は，石約13円60銭であるから，両

者合せて1石余であり非常にわずかな額である．もっと

もこの頃の賃金は貨幣ばかりでなく，米で支払われる場

合があり，また小作料の未納分を山林労働で納めさせる

こともあったので，現実の撫育投下労働量がもっと多か

ったことも考えられる．

　この時期の山口家の林業経営は，明治末期を除き，藩

制期と本質的に変っていないといえる．既述のように，

耕地経営は順調であり，山林は小作料収益等を林木とし

て蓄積しておき，土地購入の際に販売し，購入資金にあ

てていたのである．

　ところが，以上のような山口家の林業経営は，明治末

期に近づき，耕地における寄生地主化（手作地の縮少）

が進展するにつれて徐々に変化し，地主的林業経営が形

成されてゆくのである．この耕地での寄生地主化の最大

の原因は，地主手作経営の基幹労働力である住込年雇労

働の労賃が上昇し，寄生地主的耕地所有の方が有利とな

っていったことである．

　地主的林業経営成立の．契機と奄っ＾たのは，外部的に

は，日露戦争後の木材需要の増大，後述の道路，鉄道の

開通による地域の輸送事情の好転，等による立木価格の

上昇，内部的には，耕地において寄生地主化することに

よって，地主・小作関係を媒介とする有利な労働力調達

機構と9），その小作料を原資とする林業経営が可能とな

ったこと等であると思われる．そして，小作農民の薪炭

採草利用を排除しえたのは，豊富な部落有林が一方に存

在していたからである．部落資料によると，薪炭材はす

べて部落有林から，用材は個人有林から出ている．

　以上のようにして形成された山口家の地主的林業経営

は，寄生地主的林業経営とでも呼びうるような性格を持

っていたのである．この点については，次節で論ずる．

　1）明治18年山口家家族十住込労働者13人（部落資料）．また，明治39

　　年庄込労働者男5，女3人（山口家r金銭出入帳』）．

　2）分家譲与土地面積は，田地部落内2町余，外5反余，畑地部落内3

　　反余，林野部落外8町8反弱，外10町9反弱である．
　3）東畑精一・宇野弘蔵編『日本資本主義と農業』p．214．

　4）明治2年74戸，17年87戸，27年91戸，37年102戸．

　5）田32町9反2セ，畑7町9反4セユ8ブ，畑成7反3セ8ブ．
　6）手作地からの収穫は，米が明治26年38石，41年42．2石．

　7）この時期を通じて，年々80～ユ20石取得していた．

　8）この時期の激しい米価の季節変動を利用した投機的利潤は，大きか

　　つたと思われる．

　9）清水部落内における山口家小作人数：明治20，30年29人，41年32

　　人，大正6年53人，12年55人．

（3）展開期（明治末期～昭和初期）

　耕地における地主手作経営は，基本的には日本資本主

義の発展に伴う鉱工業部門の労働力需要増大が，農村に

おける一般的労賃上昇という結果を生み，手作経営の成

立条件である低賃金労働力が得にくくなり，そのことに

よって経営が不利になっていった．それは，一般に山口

表14まゆ生産の推移

明治15年

　16年

　21年

　33年

　35年

　43年

　44年

大正元年

　2年
　3年
　4年
　5年

清水部落内生産量

42，0

36，2

105．0

158．O

清水部落内生産額

448

231

581

1．540

1，020

円

杉原谷村内生産額

17．540

23．697

29．270

33．532

37，ユ95

39．537

56，288

　　資料：部落資料，『多可郡勢一覧』

和雄氏が次に述べているような状況だったのである．す

なわち，「近代鉱工業の発達に伴い，明治25，6年から労

働者数は急速に増大した．これらの労働者は大部分農村

から出たものと思われるが，この間農家戸数は明治24年

54S万戸，大正2年にいたるも544万戸でほとんど減少し

なかった．従って農村から出た労働者の大部分は婦女か

次男，三男であったと考えられる．事実，当時の労働者

の6割内外は婦人労働者であったし，男子労働者も青少

年が多かった．つまり従来農作雇となったような階層の

多くが工場労働者，鉱山労働者となった1）」のである．

その結果「農作雇」は減少し，賃金も上昇したのであ

る．このような全国的状況に加えて，清水部落ではさら

に表14からわかるように，明治末期以降養蚕が盛んにな

り，下層農の労働力投下の対象が出てきたのである．こ

の養蚕は，大正5年綾部に郡是製糸の工場が設立されて

からは，郡是製糸の技術指導等によりマユの品質の統

制，改良が進み，杉原谷村は全村の生産マユを同工場と

　　　　　表15農産物，労賃上昇率比較

下

∵∴ 明治25年 明治39年 大正4年

実数 指数 実数指数 実数 指数
円 円 円

米　　1石 7．35 100 13．50 184 18．55 252

大　豆1石 5．00 100 11．50 230

小　豆1石 7．50 100 13．00 173

年雇労賃男（上） 30．00 ユ00 52．00 173 80．50 268

男（申） 18．00 100 32．00 178 60．00 333

男（下） 7．20 100 37．00 514

下男　（中） 24．00 100 60．00 288

下女　（申） 6．00 100 30．OO 500

資料：明治25年については部落資料

　　明治39年については山口家r金銭出入帳』
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㌔、年次業∴㍗属部落＼
明治43年 明治44年 大正元年 大正2年 大正3年 大正4年 大正5年 大正6年
1口 合計 皐易合計 1口 合計 1口 合計 1口 合計 皐易合計 1口 合計 1口
均平 平均 平均 平均 平均 平均 合計

A 部落内 359 3，231 741 2，222 674 4，046 3，720 3，720 421 421 一 i
1，350 1，350 603 3，015

B 〃 204 2，447 605 3，025 448 3，138 233 465 一 i
543 543 ’ 一 i ’

C 〃 327 982 一 ■ 一 一 ’ 一 ■ i ’ ’ 一 ’ 1 一

D 〃
一 ’ 93 186 一 一 一 一 一 i ’ ’ 一 一 一 ’

E 〃
一 1

43 130 2，450 4，900
‘ ■ 一 i ’ 一 一 ’ ． 一

F 〃
一 ’ ‘ 一 141 141 一 1 ‘ 一 一 ’ ■ ’ 一 ．

G 〃
一 ’ ‘ ■ 一 一 ＾ 一 696 2，088 543 543 1，473 2，945 1，950 1，950

H 部落外 12 47 ’ ‘ 一 一 ■ 一 ’ ■ ’ ■ 一 ■ ． 一

I 〃 7 7 一 一 ■ 一 一 一 ’ 1 ’ ■ ． 一 ■ 一

J 〃
一 1

146 146 ■ ’ 一 一 ’ ■ 一 ■ 一 一 一 ’

K 〃
・ 1 ， 口 ■ ’ 一 ■ ■ ■ ■ ■ 345 345 一 一

L 〃
■ ． ■ 一 一 一 ■ 一 ■ 一 ■ 一 ■ 一

2，789 5，577

M 〃
■ ■ ■ 一 i 一 一 ■ 1 1 一 ■ ■ 一 40 40

合　　計 6，715 5．710　　　12，225 4，185 2，509 1，087 4，640 10，582

3 , 015 

1 , 950 

5 , 577 

40 

10 , 582 
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業経営において，再び経済外的低賃金労働という形で収

奪される．すなわち，二重の収奪であり，自らの生み出

したものによって，更にもう一度収奪されるという構造

なのである．このような状態にある林業経営を，寄生地

主的林業経営と呼んだのである．

　・この時期には，労働力の面だけでなく，販売面におい

ても，既述のような有利な販売方法（小口入札売り）が

確立した．ここにおいて，山口家の寄生地主的林業経営

は，投入産出両面において，最大限地代追求に理想的な

状態となったのである．

　1）山口和雄『明治前期経済の分析〔増補版〕』p．92～93．

　2）数人からの聴取による．約6割であつたという点で一致する．

　3）大正8年の例でみると，近隣の業者12人が参加している．

（4）解体期（昭和初期～農地改革）

　上述してきたような寄生地主的耕地所有も，大正申期

以降徐々に変化する．それは，日本資本主義の発展に伴っ

て寄生地主の存在が，資本の利潤追求を阻害するものと

なってきたからである．「明治政権の強力な産業育成政

策の財政的根拠としての金納地租確保のための土地所有

形態としての，。またその高率現物小作料収取によって，

日本資本主義の急速な展開をおしすす珍る主要な蓄積源

としての意味を持った寄生地主的土地所有も，資本制生

産が確立し，白已の作出した剰余価値ρうちにその蓄積

基盤が移行して行くと，労働カの再生産の一条件として

の農産物を，高率現物小作料を通して高価ならしめるも

のとしてあらわれてくる　そして，資本制生産の要請す

る経済合理性は，外地農業を通して実現される低米価及

び米穀流通過程への国家の干渉介入などの形で，寄生地

主的土地所有の有利性を剥奪して行く1）」のである．こ

うして，耕地における寄生地主的土地所有は，一般に不

利となっていったのである．

　具体的には，大正8年の米騒動が，政府が政策的に決

定的な第一歩をふみ出すためのきっかけを作ったのであ

る．それ以前の時期でも民間投資の若干が，植民地の大

河川下流に既に投じられてはいた．しかし，植民地への

真に大規模な土地改良投資は，米騒動以後はじめて政府

投資としてはじめられたのである．その結果，大正9隼

以後米麦の価格は一般物価よりも，またその他の農産物

価格よりも，急速にかつ鋭く下落したのである．そし

て，このような低米価政策開始を契機として，小作農民

の地主に対する斗争は，激発されたのである．

　清水部落では，小作争議は起らなかったが，大正8年

には小作組合が作られている．小作料は，名目的には高い

水準に一定していて低下しなかったが，米価水準の引き

下げや小作奨励金等によって実質小作料は低められた．

　こうして，山口家の寄生地主的耕地所有は不利になっ

ていった．このため，大正末期から耕地を盛んに売却して

いる．杉原谷村には，国の白作農創設資金は全く入って

こなかったが，その代りに部落毎に設けられた信用組合

が，小口の預金を集め，その金を小作農の土地購入に貸

出した．この場合，耕地価格が非常に高かった2）ので，

地主にとっても手離しやすかったと思われる．

　山口家の場合，この時期は寄生地主的耕地所有が不利

になっていったことの他に，娘が多くその結婚費用がか

さんだこともあって，耕地売却は促進された．そして，

昭和初期になると，このような耕地売却のみにとどまら

なかった．大正末から外材輸入の影響によって下落して、

いた木材価格は，昭和恐慌によって一層低落したので林

業経営も又不振となった．そして，伐採は増加し，さら

に耕地よりも少し遅れるのであるが，昭和7年以降山林

売却も進行するのである．しかし，売却山林はすべて部

落外であり，部落内はわずかではあるがむしろふえてい

る．これは，人工造林に適さなかったり，管理が行き届

かず不便な「悪い山」をまず売り，近くの「良い山」は

残そうとしたためであろう．このように，寄生地主的耕

地所有が，不安定・不利となってゆくにつれて，それと一

体である林業経営もまた，困難となっていったのである．

　造林本数は，前掲図6にみるように，前期に比べ急滅

しており，最初は，年間2，O00本に達しない．しかし，

年々の変動はあっても少しずつふえていっている．そし

て，15年前後には1万本以上になるのであるが，戦争の

激化に伴って18年以降再び減少している．

　この時期の初期の伐採量はわかち．ないが5昭和7隼担ユ

は，2，300石余伐った記録がある．昭和8年以降は，そ

れまでほとんど行なっていなかった．1カ所で1町以上

の大面積皆伐を行なうようになっていったので，既述の

昭和初期の山口家の状況等も考慮すると，おそらくこの

頃以後は，立木販売額もふえていったであろう．そし

て，昭和14年以降の移輸入材の減少と，軍需用材需要の増

大による，国内木材需要の急激な膨張に伴い，前掲図7

にみるように，昭和20年にかけて販売量が急増してゆく

のである．また立木販売先も，昭和8年までは前期に引

き続き小口売りで，地元の素材業者に売っていたが，8

隼以降18年までは，中町と松井庄の業者の2人にしか売

っていない．これは，一度に数万円という大口売りにな

ったため，資本に乏しい地元の零細業者では買えなかっ

たためであると思われる．このため，販売方法は，小口1

入札売りが不可能となり，その点でも不利であった．昭

和18年以降は強制伐採であり，すべての立木を森林組合

の手をへて，地木社鍛治屋出張所に売っている．

　山口家は，耕地を手離していっていたとはいえ，この
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①
表18山口家所有山林 構・成表

単位：町

置用　材
面　積

比　率

炭材1面積

I
8．5

8．1

皿

17．O

ユ6．0

皿

O．8

0．8

w

12，7

12．0

Y

15，0

14．1

w

10，7

10．1

・一・1…

w
5．1

4．8

w
21，2

20．0

皿

4．2

3．9

X
3．2

3．0

x’

2．5

2．4

皿

O．3

0．3

皿～

4．7

4．5

合一計‘

105．9

100．0

4．0

資料：山口家『森林現況申告控』（昭和16年10月）

注：1）伐採跡地2．3町，他に竹林O．3町，採草地O．05町

　　2）反以下は4捨5入

② 単位：町

用　材

マ　　　ツ

面　積

比　率

10，1

12－9．

面積1

皿

10．1

1Z，9、

皿

O．4

．O．5．一

w
7．4

9．5

・い
12．8

ユ6．4

9，9

12．7

…い・・

w
6．1

7．8

㎜

15，8

20．3

皿

1．2

1．5

X
3．3

4．2

兀

O．9

1．2

皿 畑～

0．1

0．1

合　　計

78．11

100．0

3．2

資料：山口家『山林現況調査書』（昭和20年3月）

注　1）伐採跡地6．65町，地に竹林0．22町，採草地0．04町

　　2）用材とはスギとヒノキのこと．混交林があり分け難いので合せて用材とした．

　　3）反以下は4捨5入

表19　山口家財産総括表　　　　　　　口家r山林現況調査書』をみると，伐採跡地が台帳面積

’一
種 類 面積及び金額

田 地 7町6反5セ13ブ

畑 地 7反7セ7ブ

宅 地 2，232．91坪

山 林 92町8反9セ20ブ

家 屋 386．75坪

銀　行 預 金 66，121．0円

信　託 預 金 10，000．O円

国 債 12，650．0円

株 券 111，740．O円

社 債 55，000．O円

家財道具一式 46，450．O円

　　資料：山口家r相続申告書』（昭和22年9月17日）

時期もいぜんとして貸付地を多量に持っていた．しか

し，寄生地主的耕地所有の不安定化，国家が戦争遂行の

ため，生産農民保護に力を入れだした事，等によって，

地主の立場が弱まっていった．そして，それは同時に，

前期で述べたような寄生地主的林業経営の土台を揺り動

かす結果ともなったのである．それに加えて，満洲事変，

日華事変，第2次世界大戦と戦争が続き，兵士として，

また，徴用工等として部落から青壮年労働力が出ていっ

たので，労働力が一般に得にくくなっていったし，また

労賃も上昇したのである．もっとも50代以上の労働力は

残っており，戦争末期には植伐組合も作られたのである

が，少なくとも造林という点でみる限り，必要労働力が

確尿できなかったと思われる．なぜなら，昭和20年の山一

で6町6反余となっている．これは，表18の昭和16年と

比べても，また約80町という『調査書』の山林合計面積

に比しても大きすぎる．このことから，恐らく，戦時申，

再造林が十分に行なわれなかったであろうことが推定さ

れる．

　この時期の林業経営は，伐採量が多かったが，それま

での蓄積を食いつぶし，それで足りない場合には，林地

まで売却していったのである．昭和16年以降は，林地売

却がなくなったのであるが，その代りに，立木売却が急

速にふえていった．特に昭和18年以降は，強制的に伐採

されたものであり，労働力が得にくかったこともあっ

て，多額の伐採収入が，林業経営に還元されることなく，

預金，債券，株券の形で蓄積された．こう・して敗戦時に

は，表19のような資産になっていた．表18によって昭和

16年と20年の山口家所有山林の状況をみると，伐採跡地

が非常に増加しているし，X令級以上の林分が急減して

いる．これは，前述の強制伐採の影響である．

　続く，敗戦時から農地改革がほゾ終了する昭和24年頃

にかけて，山口家の林業経営は，かつての地主・小作関

係を媒介とする労働力調達のメカニズムを喪失し，不安

定な過渡的状況を呈してゆくのである．

　山口家では，戦時申に先代が亡くなり，ちょうどこの

時期に相続税がかかってきたし，財産税，富裕税等，多

額の税金が相次いでかかってきた．相続税の支払いに

は，戦時申に蓄積された預金等をあてることで大きな影

憩はなかったが，財産税の支払いには，山林を売ってあ
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　それでは，山口家林業経営の農地改革後の過程は，前

述の2つの道のうち，前者（積極的経営）の対応をして

きたといえるであろうか．すなわち，寄生地主的林業経

営から，企拳的林業経営に転換しつつあるのであろう

か，検討してみよう．

　企業的経営の基本的条件として，次のような点があげ

られる．

a）生産物がすべて商品化される．

b）必要な労働力を賃労働に求める．

C）経営者は，継続的に資本を投下し，その資本により

　生産財を購入し，生産活動を行なう．生産活動の目的

　は利潤追求であり，利潤の一部は拡大再生産のために

　蓄積される．

d）利潤追求を白已目的化するために，経営は家計から

　分離している．

　山口家の経営が，企業的林業経営に向いつつあるのな

ら，これらの基本的条件を満たしつつあるはずである。

　まず，a）の生産物商品化と，d）の家計と経営の分

離については問題がない．

　ではb）にづいてはどうであろうか．農地改革後，山

口家の林業労働は，すべて賃労働となっている．雇用関

係も戦前のように地主・小作関係を利用しえないので条

件を満しているように思える．ところが，農地改革後の

山口家林業労働の内実は，次のようなものだったのであ

る．すなわち，清水部落では，昭和30年以降，若壮年労

働力の流出が顕著になっていった．しかし，部落には，

農地改革の結果，小土地所有がふえていた．そして，都

市での就労の機会のない老令労働者が，それらの狭小な

耕地を耕作しつつ林業労働者として働く者が多かった．

彼らは，戦前から林業労働を続けてきており，経験豊富

な労働者であるが，昔からの出入関係や老令のため他の

労働機会が少ない，といったことのために山口家の山林

労働者として働いている．彼らの申でも特に古くから山

口家の山林労働者として働いてきた人には，老令となっ

ても農閑期には何らかの形で山口家の山での労働機会が

与えられることから，安い賃金でも働いている．このよ

うに慣1習的に，山口家へ行けぱいつでも山で働かせても

らえる労働者を「常雇」と呼んでいるのである．したが

って，賃労働であるといっても，恩恵的であり・，いぜん

古い関係が部分的に残っており，また「常雇」化はイコ

ール老令化ともいえるのである．労働力の性格は，戦前

のような地主・小作関係を利用したものではない．しか

し，古い関係がまつわりついた半農半労型労働力であ

り，老令のため他に労働機会が極めて少ないので，やは

り安価であった．そして，この安さを基礎として「常

雇」化が進んできたのである．「常雇」は安いうえに，

林業労働経験年薮が長く仕事がていねいであり，また，

安定労働力供給という点を考えれば，「常雇」をふやす

ことはかえって有利であったと考えられる．昭和39年に

ついてみると，全雇用労働量は1，772日であるが，この

うち拡大造林のだめ雇用した臨時雇を除くと，約1，OOO

日となり，「常雇」の4人がそのうち約900日働いている

のである。しかも：，進んできているようにみえていた

「」付の常雇化でさえも，拡大造林が終り，必要労働

力量が減少した40年からは減らしているのである．

　ところで，現在の「常雇」の年令から考えて，近い将

来，いなくなるごとは確実であり，それを補充しうる見

込みは全くない．したがって，近い将来，賃金の上昇，

労働カ確保の困難性に直面することは避けられず，経営

者白身が言うように，伐期を上げ，伐採面積を減らして

も一定の収入が上がるようにする，そうして労働力は，

最低限必要なだけ臨時雇でまかなう，というようになる

可能性が強い．

　次にC）についてみると，前半については満足してい

るが，後半の「生産活動の目的」が利潤追求とはいえ

ず，また利潤の一部が拡大再生産のために蓄積されては

いない．すなわち，経営者の言うようた，生産活動の目

的は一定の生計費獲得であり，利潤ではない．年々の投

入と産出の差が，ちょうど生計費に見合っており，その

結果林木蓄積の状態が悪化していなけれぱそれでいいの

である．農地改革後一時期，造林を盛んに行なったの

は，ただ，毎年ほゾ同価値の収入を得る基礎となる所有

山林が荒れていたからであり，また林地を購入したの

は，戦前から農地改革時にかけて失なった山林を回復

し，より安定的に生計費を得ようと考えたためであろう．

　以上，基本的な点だけを吟味したのであるが，これだ

けでも，山口家の林業経営が，企業的経営に向いつつあ

るとはとうていいえない状態なのである．林業のように

生産期間が長い産業に対しては，軽々しく断定すること

はできないが，少なくとも，現在までの過程からは，山

口家の林業経営は，企業的経営ではないし，企業的経営

に向いつつあるともいえないのである．
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